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紬織物の色彩管理技術研究(第 2 報)

    渡辺  孝雄*  小林  敏弘**

    望月  政夫***

1.緒  言

  先染織物である結城紬の色彩は,経糸と緯糸の色により表現される。

  経糸と緯糸の色彩選定は,長年の経験と勘を必要とする技術である。それに対応するため,染織見本

帳を作製して色彩情報の提供を行ってきた。

  この色彩設計技術を,色彩測色計とパソコンを利用し,独自の発想により合理化する方法を研究して

いる。

  今年度は, この研究の一環として経糸と緯糸の色(同色系及び異色系を含めた全ての色)から,製織後

の織物の色(明度,彩度,色相)を推定する方法を研究したので報告する。

2.実験方法

2.1 試料の選定

  過去に作製した,いしげ結城紬の染織見本帳(経一編糸,緯一手紡糸,織物一表 1 の条件で作製)より,

約 600 点の試料を選定した。

表 1  織物の作製条件

2.2 試料の分類

  経糸及び緯糸の色相角を図 1 のように 45 度毎に 8 等分する。

  それにより,経糸と緯糸の色相角による組合せは同色系(A-A, B-B,  )8 種類,異色系(A-B, B-C, A-

C,  ・ ・ ・) 28 種類,計 36 通りの組になる。

  選定試料約 600 点を,経糸と緯糸の色相角により 36 通りの組に分類した。

  *工業技術センタ-付  **繊維工業指導所染色部  ***繊維工業指導所編織部
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図 1  経糸と緯糸の色相角による分類

2.3 試料の測定

  選定試料(経糸,緯糸,織物)の明度,彩度,色相を色彩測色計 CR-200(ミノルタ)で測定した。

2.4 測定値の分析法

  (1)  明度,彩度,色相をそれぞれ L, C, H で表し,経糸には A,緯糸には B,織物には AB と添字を付記

する。

経糸の明度=LA, 緯糸の明度=LB, 織物の明度=LAB

経糸の彩度=CA, 緯糸の彩度=CB, 織物の彩度=CAB

経糸の色相=HA, 緯糸の色相=HB, 織物の色相=HAB

(2)  織物の明度 LABに対する経糸の明度 LA与率をαL,緯糸の明度 LBの寄与率をβLとすると,その関係

は下記の式で表わすことができる。

  LAB=αL,LA+βLLB,    αL+βL,=1

彩度の寄与率αC,  βC,色相の寄与率αH,  βHも同様の式で表せる。

(3)  経糸と緯糸の色相角により分類された各組合せの試料について, α, βの値を求める。

(4) 経糸の明度 LA 糸の明度 LB力、ら,織物の明度 LABを推定する方法として回帰分析を行う。明度,彩

度,色相の回帰式は下記の式で表わすことができる。

LAB=XLLA+YLLB+ZL,   (XL,  YL,  ZL ・ ・ ・明度推定係数)

CAB=XCCA+YCCB+ZC,   (XC,  YC,  ZC ・ ・ ・彩度推定係数)

HAB=XHHA+YHHB+ZH,  (XH,  YH  ZH ・ ・ ・色相推定係数)

(5) 経糸と緯糸の色相角により分類された各組合せの試料について,重回帰分析により上記の明度,

  彩度,色相推定係数を求める。
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3.結果及び考察

平成 3 年度は,明度の試験結果が得られたので,それについて述べる。

(1) 織物の明度 LAB (明度は濃度に関連し,数字が小さい程濃度が濃い)に対する経糸と緯糸の寄与率αL

とβL は経糸と緯糸の明度差の大小により変化する。それを表示すると表 2 の通りである。

表 2  寄与率の変化

(2)  表 2より,経糸と緯糸の明度差が大きくなるにつれて,織物に対する経糸と緯糸の寄与率は近似す

ることが判明した。

  それは,経糸と緯糸の色相角による組合せの全ての組に見られる傾向であった。

(3)  経糸と緯糸の色相角により分類された 36 通りの各組について,重回帰分析を行った結果表 3 の明

度推定係数 XL,, YL, ZLが得られた。

  選定試料の明度推定値と実測値との誤差(ム L)を調べると次の通りである。

(1)  0<△L<1・ ・ ・ 429 点(62.8%)

(2)  1<△L<2・ ・ ・ 188 点(27.5%)

(3)  2<△L<3・ ・ ・  47 点( 6.9%)

(4)    △L>3・ ・ ・  19 点( 2.8%)

   計 683 点

  選定試料の約 90%は 2 以下の誤差で,色相が異なっても経糸と緯糸の明度から織物の明度を推定でき

ることが判明した。

      表 3  明度推定係数表(いしげ結城紬)
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4.結  言

  今回は,同色系及び異色系試料の明度推定法について報告したが,彩度及び色相についても分析を行

う予定である。

  また,  この色彩管理技術を実用化するため下記の方法を検討する。

(1)  織物の色彩データ(織物番号と測色値)を入力して,織物の色彩データベース化を図る。

(2) 企画者が選定した経糸及び緯糸の色の測色値(明度,彩度,色相)を入力すると,上記の色彩データベ

ースから近似した織物が検索できるようにする。

  それにより,企画者は合理的な色彩設計が行える。


